
2０２０年（令和２年） １１月 3０日（月）                          第 1９４号 

 

 

NTT 労組  札幌退職者の会 
札幌市中央区北１条西４丁目ＮＴＴ大通４丁目ビル

4Ｆ 編集責任者 井川 公男 (011)222-4771 
http://www.sawayaka-sapporo.net 
E-mail:satsutai1@bz01.plala.or.jp 

書
面
に
よ
る
総
会
を
終
え
て 

会
長 

佐
野 

浩
一 

「
第
２
２
回
総
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
っ
て
「
書
面
に
よ
る
総

会
」
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
形
式
は
、
私
に
と
っ
て
も
初
め

て
の
経
験
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
質
問
を
直
接
頂

く
「
場
」
が
無
か
っ
た
こ
と
は
、
実
に

物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

と
は
言
い
つ
つ
も
、
総
会
議
案
に
添

付
し
た
ハ
ガ
キ
お
よ
び
メ
ー
ル
で
多

く
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
「
本
号
」
で

「
会
」
と
し
て
の
考
え
方
を
掲
載
す
る

と
共
に
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
す

こ
と
と
し
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
を
占
め
ま
す
。 

し
か
も
、
交
流
・
親
睦
と
「
三
密
」 

は
セ
ッ
ト
の
場
合
が
多
い
こ
と
も
事 

実
で
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
感
染
回
避
」

と
「
安
全
と
健
康
」
を
判
断
の
基
本

に
据
え
、
新
企
画
や
代
替
策
と
し
て

「
何
が
あ
る
の
か
？
」「
ど
う
す
れ
ば

出
来
る
の
か
？
」
な
ど
知
恵
を
絞
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
総
会
を
終
え
、
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！ 

 

 

新
事
務
局
長
に
安
部
さ
ん
が
就
任
！ 

 

 

会
員
と
の
接
点
を
最
も
重
視
！ 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
が
心
配
で
す
が

一
方
、
出
来
る
こ
と
は
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

昨
年
、
機
関
紙
「
さ
わ
や
か
札
幌
」 

は
通
常
通
り
発
行
し
、
ま
た
ホ
ー
ム 

私
た
ち
役
員
の
任
期
は
、「
一
期
２

年
」
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

従
っ
て
今
年
は
、
役
員
改
選
を
伴

わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
中
間
年
」
の

年
と
な
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
昨
年
９
月
、
佐
々
木
前

事
務
局
長
か
ら
病
気
療
養
の
た
め
、

任
期
途
中
で
の
リ
タ
イ
ア
の
申
し
出 

向
こ
う
一
年
間
に
向
け
た
課
題
は
！ 

 

今
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
コ
ロ
ナ
禍
」

の
先
行
き
で
す
。 

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
新
年
会
や

交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
は
何

と
か
実
施
出
来
た
も
の
の
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

な
ど
多
く
の
行
事
が
「
中
止
」
と
な

り
ま
し
た
。 

総
会
議
案
に
も
提
起
し
ま
し
た

が
、
今
後
に
予
定
す
る
多
く
の
取
り

組
み
は
、
例
年
を
踏
襲
し
た
内
容
で

あ
り
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
る
程
度
、
終
息

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。 

仮
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
継
続
、
あ
る

い
は
更
な
る
感
染
拡
大
な
ど
の
場
合

の
取
り
組
み
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
中
止
」
す
る
な
ど
最
悪
の
事
態
も

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
、
新
た
な
企
画
や
代
替
策
の
検

討
が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
す
。 

私
た
ち
の
取
り
組
み
の
多
く
は
、

会
員
同
士
の
交
流
・
親
睦
、
そ
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た 

 

佐野 浩一 会長 

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
更
新

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
に
伴
う
一
連
の
作
業
に

は
、
企
画
・
編
集
お
よ
び
会
員
宅
へ

の
発
送
業
務
な
ど
広
範
か
つ
多
く
の

稼
働
が
伴
い
ま
す
。 

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
機

関
誌
発
行
の
「
中
止
」
も
検
討
し
ま

し
た
が
、
自
宅
で
の
作
業
や
「
三
密
」

に
配
意
し
た
作
業
場
所
の
確
保
な
ど

様
々
な
工
夫
を
行
う
こ
と
で
継
続
発

行
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

機
関
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
会

と
会
員
」
と
を
結
ぶ
最
大
の
接
点
で

す
。
そ
の
役
割
を
更
に
発
揮
で
き
る

よ
う
紙
面
の
充
実
に
努
め
る
と
共

に
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

お
願
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

第１回幹事会の模様 

札
幌
退
職
者
の
会 

「
２
０
２
０
年
度

第
１
回
幹
事
会
」
が
１
１
月
４
日
（
水
）

午
後
１
時
３
０
分
か
ら
、
か
で
る
２･

７
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

座
長
に
高
橋
副
会
長
を
選
出
し
、
佐

野
会
長
か
ら
「
札
幌
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
現
状
と
、
そ
れ
に
伴
う
今
後

の
活
動
を
ど
う
進
め
る
の
か
、
工
夫
し

つ
つ
活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
の
野
宮
北
海
道
総
支
部

副
執
行
委
員
長
・
松
原
淳
二
札
幌
市
議

会
議
員
か
ら
も
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議
事
に
先
立

ち
、
北
海
道
支

部
協
永
年
役

員
表
彰
が
あ

り
、
１
０
年
勤

続
３
名
、
５
年

勤
続
４
名
の

方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

 

[１０年表彰]         

・加藤 マツ子さん（北区）   

・荒谷 美千代さん（西区）   

・朝日 由美子さん（中央区）  

[５年表彰] 

・石川 実さん （北区）       

・宮森 進さん （東区） 

・小林 孝幸さん（江別市） 

・植木 真さん （南区） 

が
あ
り
、
こ
の
度
の
「
総
会
」
に
お

い
て
一
部
役
員
の
改
選
を
行
い
ま
し

た
。 具

体
的
に
は
、
安
部
事
務
局
長
・

沖
事
務
局
次
長
、
そ
し
て
、
大
泉
副 

会
長
の
ほ
か
新
ら
た
に
６
名
の
幹
事

が
就
任
し
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
役

員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と

共
に
新
た
な
体
制
で
全
力
投
球
を
決

意
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 
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幹事幹事幹事幹事    板垣板垣板垣板垣    芳子芳子芳子芳子    副会長副会長副会長副会長    大泉大泉大泉大泉    廣己廣己廣己廣己    

 

幹事幹事幹事幹事    中田中田中田中田    晋治晋治晋治晋治    

 

 

① NTT-データ北海道 
② 読書・旅行 
③ ほどほどに‼ 
④ サ ン ド の お 風 呂 い た

だきます 
⑤  のんびり楽しみます 

幹事幹事幹事幹事    吉崎吉崎吉崎吉崎    徳三徳三徳三徳三    

 

 

幹事幹事幹事幹事    畠中畠中畠中畠中    恵枝恵枝恵枝恵枝    

① NTT 東日本-北海道 
② 読書 
③ 健康に暮らす 
④ 徹子の部屋・鶴瓶の家

族に乾杯 
⑤  頑張ります 

 【凡例】  

①NTT 退職時の職場 
②趣味・特技 
③私のモットー 
④好きなテレビ番組 
⑤幹事になって一言 

１
０
月
１
日
の
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
前
任
の
佐
々
木

勝
義
さ
ん
の
後
を
引
き
継
ぎ

事
務
局
長
を
引
き
受
け
る
事

に
な
り
ま
し
た
。 

 

６
５
歳
で
ド
コ
モ
北
海
道

を
退
職
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
札

幌
退
職
者
の
会
の
幹
事
を
引

き
受
け
て
お
り
ま
し
た
。 

会
員
約
３
８
０
０
名
の
巨

大
な
組
織
の
事
務
局
長
の
任

務
は
大
変
で
、
前
任
の
佐
々

木
さ
ん
、
前
々
任
の
髙
橋
さ

ん
の
よ
う
な
采
配
は
と
て
も

無
理
で
す
が
、
自
分
な
り
に

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て

会
員
の
皆
様
の
た
め
に
役
立

て
る
よ
う
に
精

一
杯
頑
張
る

決
意
で
す
。 

私
は
多
趣
味
で
、
お
や
じ

バ
ン
ド
を
結
成
し
て
ド
ラ
ム

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
又
、

夏
に
は
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
旅

行
も
好
き
で
毎
年
１
～
２
回

は
海
外
に
も
行
っ
て
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る

札
幌
退
職
者
の
会
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

１
０
月
１
日
よ
り
事
務

局
次
長
に
就
任
し
２
か
月

が
経
過
し
ま
し
た
。 

会
計
と
会
員
の
名
簿
管

理
が
主
な
業
務
だ
と
思

っ

て
い
た
の
で
す
が
、
電
通
共

済
生
協
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
な
ど
で
戸
惑
う
こ
と

ば
か
り
で
す
。
又
、
扱
う
金

額
も
大
き
い
の
で
か
な
り

神
経
を
使
い
ま
す
。 

前
任
者
は
現
在
の
事
務

局
体
制
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

築
き
、
全
て
の
業
務
に
精
通

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で

比
較
さ
れ
て
も
困
り
ま
す

が
、
私
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
更

に
進
め
、
会
や
委
員
会
の
活

動
が
滞
り
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
体
制
作
り
に
裏

方
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

週
３
日
は
事
務
局
勤
務

と
な
り
ま
す
が
、
札
幌
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
が
急
増
し
て
い
ま
す

の
で
、
事
務
局
へ
の
通
勤
に

は
特
に
気
を
付
け
て
い
ま

す
。 

事務局長事務局長事務局長事務局長    安部秋博安部秋博安部秋博安部秋博    

事務局次事務局次事務局次事務局次長長長長    沖沖沖沖    貞一貞一貞一貞一    

 

① NTT 東日本-北海道 
② 硬式テニス・磯釣り・

カメラ 
③ 何事も楽しく生きる 
④ 巨人戦の観戦 
⑤ 出来る範囲で役に立  
    ちたい 

① NTT 東日本-北海道 
② パークゴルフ・ワカサ

ギ釣り 
③ 他人に迷惑かけない 
④ 野球・歌謡（演歌） 
⑤ 再登板なので次の人  
  選まで頑張ります 

新新新新    役役役役    員員員員    紹紹紹紹    介介介介    

① NTT 東日本-北海道 
② 硬 式 テ ニ ス ・ 自 転

車・磯釣り・スキー 
③ 何事も楽しく生きる 
④ 巨人戦の観戦 
⑤ 出来る範囲で役に立

ちたい‼ 

① NTT-ME 北海道事業所 
② パークゴルフ・スキー 
③ 継続は力なり 
④ おぎやはぎの愛車遍歴 
⑤  少しでもお力になれる 
  よう頑張ります 

幹事幹事幹事幹事    椋本椋本椋本椋本    正幸正幸正幸正幸    幹事幹事幹事幹事    菊地菊地菊地菊地    禎亨禎亨禎亨禎亨    

 

新新新新    

事事事事    

務務務務    

局局局局    

役役役役    

員員員員    

紹紹紹紹    

介介介介    
新新新新    役役役役    員員員員    紹紹紹紹    介介介介    

『 さ わ や か 札 幌 』 を『 さ わ や か 札 幌 』 を『 さ わ や か 札 幌 』 を『 さ わ や か 札 幌 』 を    

「スマホ」で読もう！「スマホ」で読もう！「スマホ」で読もう！「スマホ」で読もう！    

「スマートフォン」で左のＱＲコードをスキャンすると
『ＮＴＴ労組札幌退職者の会』のホームページにアクセス
できます。ホームページ画面左側の『さわやか札幌』をタ
ップするとカラー版で見ることができます。簡単ですよ！ 

よろしく 
お願いします 
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員 

が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

私
達
の
サ
ー
ク
ル
は
２
０

０
６
年
２
月
に
発
足
し
、
毎

月
例
会
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

歌
の
上
手
・
下
手
は
関
係

な
く
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、

会
員
同
士
の
親
交
を
深
め
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
月

１
５
日
の
夜
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
会
の
名
称
『
十
五
夜
』

の
由
来
で
す
。 

会
員
は
西
区
を
中
心
に
２

９
名(

退
職
者
の
会
員
２
６

名)

で
店
に
入
り
き
れ
な
い

時
や
、
歌
の
順
番
が
１
時
間

待
ち
の
時
も
あ
り
ま
す
。 

ご
夫
婦
会
員
も
多
く
仲
良

く
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
姿
は
微

笑
ま
し
い
も
の
で
す
。 

             

年
１
回
は
定
山
渓
温
泉
一

泊
で
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
浸
か

り
、
思
い
っ
き
り
歌
っ
て
酔

い
つ
ぶ
れ
て
い
ま
す
。 

 

会
が
こ
れ
ま
で
１
５
年
と
長

続
き
し
て
い
る
の
は
、
会
員
が 

 
私
に
は
、
釧
路

の

長

男

に

二

人
(

大
学
１
年
、
中
学

１
年)

、
札
幌
の
次

男
に
一
人(

小
学

３
年)

の
孫
が
い

ま
す
。 

財
力
的
・
体
力
的

に
、
今
後
、
孫
が

増
え
る
様
子
は
あ

り
ま
せ
ん(

笑) 

三
人
の
孫
は
共

に
大
き
な
病
気
も

せ
ず
元
気
に
通
学

し
て
い
ま
す
。 

一
番
年
少
の
小

学
３
年
の
孫(

写

真
の
赤
ん
坊)

は
、

近
く
に
住
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
り
、

毎
週
の
よ
う
に
土 

曜
の
午
後
、
ス
マ
ホ
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
「
じ
い
じ
、
こ
れ
か

ら
泊
ま
り
に
行
っ
て
も
い

い
？
」
と
ト
ー
ク
し
て
き
て

は
泊
ま
っ
て
い
き
ま
す
。 

じ
い
じ
と
し
て
は
、
可
愛

い
三
人
の
孫
が
全
員
、
社
会

人
に
な
る
ま
で
は
長
生
き
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
近
又
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が

急

増

し

て

お

り
、
仲
間
や
我
が

身
を
守
る
た
め
、

私
を
は
じ
め
１
０

か
月
歌
っ
て
い
な

い
会
員
が
ほ
と
ん

ど
で
、
フ
レ
イ
ル

(

要
介
護
の
手
前)

の
リ
ス
ク
を
心
配

し
て
い
る
こ
の
頃

で
す
。 

 
 

我
が
家
に
は
、
娘
の
と
こ

ろ
に
、
小
学
校
３
年
生
の
女

の
子
と
年
長
さ
ん
の
男
の

子
、
そ
し
て
、
息
子
の
と
こ

ろ
に
は
１
歳
半
に
な
る
男
の

子
の
三
人
の
孫
が
い
ま
す
。 

み
ん
な
札
幌
市
内
に
居

て
、
行
き
来
を
す
る
の
に
は

丁
度
良
い
距
離
感
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

三
人
三
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
が
あ
り
、
可
愛
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
、

１
歳
半
に
な
る
男
の
子
は
、

未
熟
児
で
生
ま
れ
た
こ
と
か

ら
特
別
な
感
情
が
あ
り
ま

す
。 先

日
も
、
遊
び
に
来
ま
し

た
が
、
言
葉
も
ず
い
ぶ
ん
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。 

 

我
が
家
で
は
私
を
「
じ
い

じ
」
と
呼
ば
せ
て
い
ま
す
。 

１
歳
半
の
孫
が
、
早
く
私

を
「
じ
い
じ
」
と
呼
ん
で
く

れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

三
人
の
孫
達
の
成
長
を
見

守
り
な
が
ら
、
三
人
の
孫
達

か
ら
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

元気をくれる三人の孫たち 

三人の孫に癒されて 

 孫 紹 介 

カ
ラ
オ
ケ
で
繋
が
り
元
気
を
も
ら
う
仲
間
の
『
Ｗ
Ａ
』 

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル 

【
十
五
夜
】 

(

西
区) 

 

鳴野一美 (手稲区) 

木無英範 (南区) 

 
孫三人全員集合(8 年前) 

平野元会長ご夫妻 

とにかく“めんこい” 

 孫 紹 介 

家
族
同
然
の
親
交
と
会
員
同

士
の
気
配
り
は
も
と
よ
り
、
お

店
の
マ
マ
が
安
い
会
費
で
３

時
間
以
上
食
べ
飲
み
さ
せ
て

く
れ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
マ
マ
が
体
調
を

崩
し
て
店
を
閉
じ
た
の
は
と

て
も
残
念
で
し
た
。 

 

２
月
か
ら
は
琴
似
中
心
街

の
お
店
で
例
会
を
始
め
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３

月
か
ら
例
会
を
中
止
し
て
お

り
、
今
年
は
開
催
の
目
途
が
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

サ
ー
ク
ル
紹
介 

『クロスワード』当選者決定！ 

 

定山渓温泉旅行 

『クロスワードクイズ』へのご応募ありがとう
ございました。「さわやか札幌 193 号」に同
封したクイズの正解は【ゲンキナオトシヨリ】
でした。正解者 165 名の中から抽選の結果、
下記 10 名の方が当選されましたので記念品を
お送りします。         <敬称略> 
 

 氏 名 市 区  氏 名 市 区 

宮本 昭一 南 区 根守志保子 西 区 

澁谷 栄治 恵 庭 中山ひろ子 南 区 

早瀬 正 手 稲 鵜飼 博美 北 区 

橋場 正博 北 区 前田 健二 北 区 

林  正幸 豊 平 落野 章 白 石 
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☆ 米 寿
渡 辺 淳 新 居 良 男 福 田 栄 子 阿 部 輝 子 渡 邊 道 雄 山 下 勉

内 馬 場 恒勝 猫 島 実 槌 田 幸 男 首 藤 碩 高 橋 春 美 竹 村 修

☆ 喜 寿
信 田 健 二 山 谷 清 志 佐 伯 恵 美 徳 原 克 義 佐 藤 千 鶴 子 橋 本 泰

尾 刀 昭 男 山 屋 忠 意 大 山 忠 昭 江 田 輝 雄 笹 岡 美 智 子 西 村 武

石 川 登 美 原 壽 夫 小 山 田 伸 道 佐 藤 光 雄 船 場 忠 昭 千 田 宏

利 岡 征 也 菊 地 政 行 的 場 芳 男 大 地 満 代 高 田 嘉 嗣 桶 野 武

堀 江 重 男 田 口 嘉 明 阿 部 洋 子

☆ 古 希
白 石 光 男 上 野 麗 子 疋 田 雅 道 佐 藤 清 治 池 亀 達 林 邦 美

井 上 正 志 松 井 悦 子 高 田 博 氏 西 尾 充 博 知 野 武 廣 猪 瀬 眞

工 藤 君 一 松 本 秀 幸 鏡 次 郎 橋 本 武 義 冨 山 眞 理 子 本 折 正

青 山 一 三 遠 藤 恵 子 高 松 良 行 大 場 久 美 子 葛 巻 和 比 古 原 口 勲

伊 東 良 秀 樋 口 雪 枝 渡 辺 一 正 杉 隆

※

【本人の訃報】

内山 照雄さん 66歳(白石区) 没01月15日 内海 勇さん 86歳(北　区) 没10月05日

石川 雪廣さん 95歳(北　区) 没09月08日 奥 山 善 一 さ ん 90歳(東　区) 没10月06日

森田フサ子さん 78歳(北　区) 没09月20日 川 上 良 次 さ ん 84歳(手稲区) 没10月19日

小田 石根さん 81歳(北　区) 没09月25日 根 井 良 信 さ ん 71歳(手稲区) 没10月22日

須 田 吉 秋 さ ん 70歳(厚別区) 没09月30日 長瀬 洋さん 75歳(豊平区) 没11月01日

佐々木武彦さん 78歳(南　区) 没10月03日

【配偶者の訃報】

渡邊　正男さん 詔子様(手稲区) 没09月26日 高桑　昌子 さん 敏彦様(北区) 没10月12日

安達　健三さん 千恵子様(手稲区) 没10月31日

【西　区】 寺 前 信 行 【手稲区】 大 住 良 一

菊 池 豊 子 高 岸 幸 子 髙 橋 勝 嘉 村 上 克 則 齋 藤 忠 谷 宣 廣

酒 井 康 男 須 田 吉 秋 相 馬 政 雄 八 田 健 一 池 田 洋 藤 江 照 代 四

末 永 武 男 小 野 正 工 藤 泰 克 斉 藤 勝 之 園 部 忍 安 田 恵 津 子

阿 達 孝 次 菅 野 昌 子 白 石 則 麿 山 田 妙 子 山 本 勤 荒 谷 美 千 代

福 岡 高 惠 西 内 満 江 石 橋 義 孝 平 尾 純 子 大 内 正 斎 藤 宏 二 郎

渡 辺 芳 盛 藤 本 勝 治 大 泉 廣 己 松 原 淳 二 平 崎 博 本 間 祥 一 郎

大 谷 俊 夫 藤 澤 行 雄 徳 田 忠 光 西 村 茂 樹 今 井 務 佐 々 木 勝 義
萬 年 清 一 根 守 勝 巳 能 登 昇 一 小 原 誠 沖 貞 一 小 山 田 緑
小 山 芳 子 栗 林 敏 子 小 田 寛 二 浦 野 康 弘 鳴 野 一 美 吉 田 研 志

８月対象の皆様の掲載が漏れました。ここに掲載しお詫び申し上げます

おめでとうございます (8月・11月生まれの方) (敬称略)

お悔やみ申し上げます

古切手・リングプル・書き損じハガキをいただきありがとうございます

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。ご協力有難うございました。 (敬称略)

新会員紹介（敬称略）


